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場合は、その理由 

 

会 議 次 第 

・委嘱書の交付、・委員自己紹介、・正副会長の選出、・正副会長あいさつ 

協議・報告事項 

（１） 第1回審議会会議録の配布について（報告） 

（２） ｢丹波市スポーツの日｣の取組について（報告） 

（３） 丹波市生涯学習振興補助金について 

（４） スポーツ活動・事業実施状況について（報告） 

（５） 丹波市スポーツ推進計画実施状況について 

（６） 第2次スポーツ推進計画の策定について（報告） 

（７） 丹波市スポーツ施設の整備について 

その他 

① 丹波市さ・く・らウォーキングの開催について 

② 意見交換 

会 議 結 果 審議経過のとおり 
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１ 開会 

皆さん、こんばんは。夜分お疲れのところ、また、公私ともにご多用の中、本審議会

にご出席を頂き、誠にありがとうございます。本日は、足立和広委員様、高見康彦委員

様、足立圭造委員様、福西穂乃佳委員から欠席のご連絡を頂いております。 

それでは、定刻になりましたので、只今から「令和４年度、第２回、丹波市スポーツ 

推進審議会」を開会させて頂きます。私は、本日の進行を務めます、まちづくり部、文

化・スポーツ課係長の「柿渕」と申します。よろしくお願いします。本年度第２回目の

審議会となりますが、年度末の大変お忙しい中の開催となりましたことを、お詫び申し

上げます。はじめに、本審議会は公開で開催します。本日、傍聴者・記者の方の出席は、

ございません。次に「注意事項」でございますが、この会議は、会議録調整のため録音

をさせて頂きます。会議でのご発言の際は、ご指名のあと、最初にお名前を述べて頂い

てから、ご発言をいただきますようお願いします。 

それでは、お手元の会議次第により進行をさせて頂きます。 

 

２ 会長あいさつ 

次第の２番「会長あいさつ」に移ります。会長より挨拶をお願いします。 

 

 皆さんこんばんは。年度末のお忙しい中お集まりいただきありがとうございます。川

沿いの桜が満開で、春日庁舎周辺でも花見をされている方が見られるいい季節となりま

した。しかし、まだ寒い日もありますので、体調管理にはお気をつけいただきたいと思

います。本日もどうぞよろしくお願いします。 

 

３ 協議・報告事項 

 ありがとうございました。次に協議・報告事項に移ります。 

それでは、ここからは、会長に進行をお願いしたいと思います。 

よろしくお願いします。（会長が議事進行） 

 

次第（１）「第１回審議会会議録の配布について」（２）「丹波市スポーツの日につい

て」を議題とします。なお、この議題は報告案件とします。それでは「事務局」よろし

くお願いします。 

 

(１)「第１回審議会会議録」につきましては、お手元にお配りしておりますので、後

ほどご確認下さい。 

次に(２)「丹波市スポーツの日について」報告いたします。「オクトーバー・ラン＆

ウォーク」の結果につきまして、別紙の「実施報告書」「記録証」「結果分析表」をお配

りしております。 

丹波市では、10 月の最終日曜日を「丹波市スポーツの日」とし、平成 24 年度より実

施率の向上を目指した取り組みを実施しております。今年度のイベントの特徴は、コロ
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ナ禍においても、いつでも、どこでも、誰でも気軽に参加できるイベントとし「オクト

ーバー・ラン＆ウォーク 2022」に参加しました。 

それでは、まず「実績報告書」をご覧ください。参加人数につきましては全国的で 25

万人ほどとなっており、自治体としては 349の自治体が参加されました。また実績表の

兵庫県に関しては、ウォーキングの部とランニングの部合わせて 6862 人参加されたと

記載されています。その内ウォーキングの部では 4604 人が参加されており、男女の比

率を見ますと男性が 57.6％と６割近い割合で、年代別でみると 40代で 25％50代が 35％

と６割を占めている状況です。ランニングの部では兵庫県で 2258 人の参加があり、男

性が約８割以上となっています。年代別だと 40代が 33％、50代で 37％とウォーキング

の部と同時に 40代と 50代が多い結果となっています。また、自治体別の順位も記載さ

れていて、１位は福井県福井市、２位は山形県米沢市となっています。都道府県別のデ

ータで兵庫県は８市町が参加していて、丹波市ではウォーキングの部で 167人が参加さ

れていて人口あたりの参加率でみると、兵庫県内で２位の参加率でした。ランニングの

部については 26人と少ないですが、順位としては高い成績となっています。 

 丹波市の記録としては、ウォーキングの部で 268 位、ランニングの部で 33 位となっ

ています。参加人数が少ないですが、ランニングの部ではかなり良い成績となっていま

す。事務局で分析表を作成していますので、内容を説明いたします。 

 丹波市は、ウォーキングの部 167 人、ランニングの部 26 人で全体の住民あたりの参

加率でみると 0.31％となっています。男女比及び年代別でみると、ウォーキングの部

167人中 94人のデータなりますが、男性 50人女性が 44人となっています。ランニング

の部では、26人中 25人のデータが取れていて、男性 18人女性 1人とほとんどが男性と

いう結果となっています。年代別では、50代が 37人、60代が 22人、70代以上が 10名

参加されました。ランニングの部では 50代が９人と最も多く、次に 40代が５人、30代

が４人となっています。 

 このような結果から運動不足になりがちな 50代が多く、ウォーキングの部で 60代以

上の割合が増え、強度の高いランニングの部になると 40 代・30 代といった若い世代の

割合が多くなっています。 

次年度においてもより参加率向上につながるように、広報活動や PR を実施して丹波

市民の運動実施率向上につなげていきたいと考えています。 

 

 この議題に関してご意見ご質問等ありますでしょうか。 

 

 今回初めての取り組みではあったが、コロナ禍という点を考慮すると良かったと思う

が、告知と周知が不足していた点が残念に感じている。このイベント参加をきっかけに

日々の運動意欲が向上したという話も聞いたので、次年度はより広報に力を入れていた

だきたい。 

  

 市としても告知が不足していたと思っております。それに加えてアプリの登録方法が

難しいということも課題にありました。今回の課題も含めて次年度の広報と周知に力を

入れていきたいと思います。 
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 続いて（３）「丹波市生涯学習振興補助金について」事務局より報告お願いします。 

 なお、この議題は承認案件として質疑後採択を取らせていただきます。 

 

市では、生涯学習事業、丹波市スポーツ協会、市内の６地域に体育振興会等への事業

費に対しまして、補助金を交付しております。はじめに、「丹波市生涯学習振興補助金」

についてご説明させていただきます。この補助金は実行委員会が開催するスポーツ大会

や事業に対し補助金を交付するものでございます。 

まず、第 33回丹波市三ッ塚マラソン大会、一つ空けて下の第 44回兵庫・丹波もみじ

の里ハーフマラソン大会、においては、それぞれの実行委員会で協議を重ねた結果、新

型コロナウイルスの影響等により大会を「延期」又は「中止」することとなりました。

よって、本年度の補助金の交付はございません。三ッ塚マラソン大会においては、令和

６年５月に延期が決定されており、次の大会開催に向けて現在実行委員会において検討

を重ねているところです。また、もみじマラソン大会においては調整中です。 

次に「第 26回全国高等学校女子硬式野球選手権大会」です。史上最多の 49チームが

出場し、丹波市で準決勝まで開催しました。今年度は全試合ﾈｯﾄ中継（バーチャル高校

野球）により配信し、阪神甲子園球場での決勝戦においては、テレビ中継を実施された

ところです。補助金について、当初は昨年同様の 2,300,000円＋40万円（警備員＋シャ

トルバス）した 270万円を交付しておりましたが、令和３年に引き続き決勝戦を阪神甲

子園球場で開催することが決定し、1,200,000 円を追加し、合計 3,900,000 円の補助金

を交付し、事業完了後の実績において、補助金は決定しております。決勝戦においては、

神奈川県の横浜隼人高校と新潟県の開志学園高校の２校が、昨年に続き２回目となる阪

神甲子園球場での決勝戦に臨み、横浜隼人高校が優勝しました。 

次に、２ページ上段の「2022ちーたん駅伝大会」について、ご説明いたします。この

補助金は、丹波市ちーたん駅伝実行委員会に対する団体補助金でございます。昨年は、

コロナの影響により中止となりましたが、３年ぶりに大会が実施され、72チーム 288名

が参加されました。令和元年の前回大会は 82 チーム 391 名だったので、参加者数は減

っておりますがコロナ禍の状況を考慮すると良い大会になったと考えています。交付金

額は 20万円で、事業完了後の実績により、補助金は決定しております。 

次に「丹波市スポーツ協会補助金」についてご説明させていただきます。この補助金

は、丹波市スポーツ協会に対する団体補助金でございます。昨年は新型コロナの影響で

書面決議とされました総会も、今年度は感染予防対策をとり開催されました。また、事

務局長においては 12 月より就任いただき、事業に取り組んでいただいております。当

初は 10月から就任される予定でしたが、都合により 12月からお世話になっております。

事業においては、会長をはじめ役員・理事の皆様の協力のもと、大変ご苦労されながら、

取り組まれております。補助金は、9,200,000 円を交付しており、年度末の事業完了報

告をもって、交付額を最終決定する予定でございます。 

次に「丹波市地域スポーツ振興補助金」についてご説明させていただきます。この補

助金は、各地域の小学校区の体育振興会や自治協議会が主催者となって開催される「ス

ポーツ事業や行事」などに対しまして、補助金を交付しております。令和元年度まで、

各町の支所が事務担当となっておりましたが、令和２年度から、文化・スポーツ課が交
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付にかかる事務を担当しております。この補助金は、交付申請のあった団体に対しまし

て、予算範囲内において、順次交付しているところです。(当初 3,432,000円) 

現在、補助金の交付申請団体は、17 団体中 11 団体となっております。なお春日と市

島につきましては体育振興会が取りまとめて、申請されているので１団体となっており

ます。現在予算額は 2,500,000円としております。現在実績を提出中でありますが、コ

ロナに伴う事業中止等により、各団体において当初申請よりも減額になっている団体が

多いような状況です。 

以上、（３）「丹波市生涯学習振興補助金等について」のご説明とさせていただきます。 

承認案件となりますので、ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

この議題に関してご意見ご質問等ありますでしょうか。 

 

令和５年度の補助金事業計画の説明はないのでしょうか。 

 

令和５年度の事業計画につきましては、次年度５月開催予定の審議会にて、説明させ

ていただく予定です。 

 

質問等ないようですので、この議題について承認いただける場合は拍手をお願いしま

す。 

            ―委員全員承認― 

 

ありがとうございました。拍手多数により「（３）丹波市生涯学習振興補助金等につ

いて」は承認されました。それでは、次に進みます。 

次第の(４)「スポーツ活動・事業実施状況について」を議題とします。 

なお、この議題は報告案件とします。それでは、「事務局」よろしくお願いします。 

 

（４）「スポーツ活動・事業実施状況について」をご説明させていただきます。資料

は３ページをご覧下さい。主な活動状況等、要点のみの報告とさせていただきますので

ご了承ください。 

令和４年度の三ツ塚マラソンにつきましては、先ほどお伝えした通り中止となってお

ります。 

６月４日と11日につきましては丹波市少年少女水泳記録会を実施し24名の方に参加

いただきました。それに伴う県大会が７月３日に開催され、丹波市からは７名参加され

ました。８月には東京の辰巳国際水泳場で全国大会が開催され、丹波市から２名参加さ

れました。なお、参加された２名とも入賞され、小学３年の部50ｍ自由形で１位、バタ

フライの部で３位、中学生の部50ｍ自由形で３位、50ｍバタフライで１位と優秀な成績

を残されています。入賞された２名には、丹波市長に直接会って成績報告をしていただ

きました。 

次の女子高校野球大会につきましては、先ほどお伝えしていますので省略いたしま

す。 
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10月４日には三ツ塚ふれあい愛育館にて丹波市ふれあいスポーツの集いを開催し、14

チーム43名の方に参加いただきました。 

オクトーバー・ラン＆ウォーク及びもみじマラソン、ちーたん駅伝についても先ほど

報告いたしましたので、省略させていただきます。 

続きまして丹波市スポーツ協会の競技スポーツと生涯スポーツの部会について報告

いたします。５月には熱中症研修会に70名参加されました。５月から１月にかけて丹波

市民スポーツ大会に丹波市スポーツ協会加盟の17団体が参加して合計20の大会が開催

され2,455人の方にご参加いただきました。また、８月から９月にかけて、救急救命講

習会が計４回行われ48名の方に参加いただきました。市民スポーツ教室を卓球及びソフ

トテニスで行われ60名と94名それぞれ参加されました。 

次にスポーツ推進委員の活動について説明いたします。８月には「夏期巡回ラジオ体

操・みんなの体操会」を丹波の森公苑にて10年ぶりに開催し、462名の方に参加いただ

きました。12月にはクオーターテニスの交流大会を実施しました。また、10月には県、

11月には全国、２月には近畿のスポーツ推進委員研究協議会にそれぞれ委員の方に参加

いただきました。派遣事業においては、過去２年はコロナ禍ということもあり、令和２

年は６件、令和３年は７件と依頼が少なかったのですが、今年度は18件の依頼がありま

した。 

次にスポーツクラブ21について説明いたします。５月にはグラウンド・ゴルフ交流大

会を開催して23チーム参加されました。10月22日には丹波地区囲碁ボール交流大会に丹

波市からは６チーム15名の方に参加いただきました。11月には全県グラウンド・ゴルフ

が洲本市で開催され丹波市の代表としてスポーツクラブ21くげとスポーツクラブ21氷

上南に出場いただきました。同じ11月に丹波市ボウリング交流大会も開催し６チーム30

名の方に参加いただきました。 

続いて丹波市スポーツ協会の兵庫障がい者スポーツ指導者協議会丹波地域委員会の

活動について説明いたします。今年度はコロナ対策を講じて取り組みをされておりま

す。こちらの活動については、代表をされております副会長より後ほどご説明いただけ

ればと思います。 

 次に地域スポーツ振興補助金について説明いたします。先ほどもお伝えしました通

り、令和４年度は 17団体中 11団体が申請をされています。 

 以上スポーツ協会の事業について事務局からの説明となりますが、今回の会議には、

協会の会長と副会長にも出席いただいておりますので、補足等あればお伝えいただけれ

ばと思います。 

 

 スポーツ協会主催の救急救命講習には毎年多くの人に参加いただいています。これま

では協会ごとに講習を行っており何度も消防署に講習を依頼しなくてはいけなかった

が、今後はスポーツ協会でまとまって１回の講習を行っていくため、これからも多くの

人に参加いただければと思います。 

 熱中症研修会については、温暖化やコロナ禍でのマスク生活により夏の期間だけでは

なく、いろいろな状況で対応できるように毎年内容を考えていますので、１人でも多く

の方に受講いただければと思います。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ひょうご障がい者スポーツ指導者協議会丹波地域委員会の活動についてお伝えしま

す。今年度の活動については、２か月に１度の定例会と障がい者スポーツ啓発事業を行

っています。資料の中で 11 月に卓球バレー講習については、予定を変更し２月に行い

ました。 

  

 その他質問等なければ次に移らせていただきます。 

次第の（５）「丹波市スポーツ推進計画進捗状況について」を議題とします。 

なお、この議題は承認案件として質疑後に採決を取らせて頂きます。それでは「事務

局」よろしくお願いします。 

 

（５）「丹波市スポーツ推進計画進捗状況について」説明させていただきます。資料

の５ページ、６ページをご覧下さい。 

丹波市では、スポーツ基本法に基づく「丹波市スポーツ推進計画」を平成 27年 12月

に策定しており、令和６年度までの 10 年計画としておりまして、毎年度の審議会にお

きまして、計画の進捗管理を行っております。進捗管理につきましては、一覧表にまと

めております。一覧表は、推進計画を体系的に落とし込んだもので、基本施策、施策の

項目、施策の事業名・主体となる団体等、目的と内容を記載しており、右側２列はそれ

ぞれの施策に対し、前年度までの実績、本年度取組状況を記載しております。実施計画

の一覧を全て説明させていただきますと、非常に時間を要しますので、令和４年度以降

の取組を中心にご説明させていただきます。なお、変更点等は赤字で表記しております。 

はじめに、４ページの上段の数値目標の説明をさせていただきます。ページの上段部

分（３行）は、６ページも同じ内容でございます。数値目標は、「成人における週一回

以上のスポーツ実施率が 50％以上（２人に１人）になること」を目指しており、計画策

定年度の平成 27 年からアンケート調査により数値管理をしております。策定年度の 27

年度は 38％、その後は 40％～50％を推移しておりましたが、昨年(R３年度)調査からコ

ロナ禍ということもあってか、50％以上の数値となっております。今後は、これまでの

コロナの状況と違った形となります。数値目標の 50％以上において今度の推移を確認し

ていくとともに、更なる取組みを深めていきたいと考えております。 

次に施策の変更点や取り組み状況の説明をさせていただきます。 

①少年少女スポーツ団体への活動助成金において、51団体に 1,620,800円を助成して 

おります。今後においても継続して支援を予定していただいております。 

②「地域におけるスポーツ推進」では、先程補助金等で説明した夏期巡回ラジオ体操・ 

みんなの体操会やちーたん駅伝、スポーツの日のイベント「オクトーバー・ラン＆ 

ウォーク」、ＳＣ21のグラウンドゴルフ大会やボウリング大会の実施状況につい 

て記載しております。 

③「ユニバーサルスポーツの推進」では、３年ぶりにふれあいスポーツの集いを実施 

し、コロナ対策のことも含め委員会で検討し、規模を縮小して開催をいたしました。 

④基本施策「スポーツに関わる連携・協働・交流等の推進」では、先程説明をいたし 

ました「ちーたん駅伝」や「スポーツ協会の熱中症研修」「オクトーバー・ラン＆

ウォーク」、「女子高校野球」等令和４年度の状況を赤字で記載いたしております。 
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会長 
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（係長） 

 

事務局 

（課長） 

 

 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

（係長） 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

（係長） 

以上、（４）番「丹波市スポーツ推進計画進捗状況について」のご説明とさせていた

だきます。ご審議の程よろしくお願いいたします。なお、交付額は、事業完了後の報告

をもって最終決定をいたします。 

 

 この議題についてご意見ご質問等ございましたらお願いします。 

 

 ユニバーサルスポーツ推進事業の「ふれあいスポーツの集い」について、障がいの有

無にかかわらず、ともに楽しみ交流することが目的の一つとなっているが、障害のある

方以外の参加が実現できていないように思います。 

 

 障がい者スポーツ推進委員会の会議でもの障害のある方以外の参加について検討を

しており、次回開催に向けて準備を進めていきたいと考えています。 

  

先ほどお伝えしました市民のスポーツ実施率についてですが、過去２年目標値の 50％

に到達していますが、実施内容としてはウォーキングや体操など自宅付近で行うような

ものがほとんどでした。数値目標としては達成していますが、内容という点でも充実さ

せていかなければならないと事務局として考えています。 

 

質問等ないようですので、この議題について承認いただける場合は拍手をお願いしま

す。 

            ―委員全員承認― 

 

次第の（６）「第２次スポーツ推進計画の策定について」を議題とします。 

なお、この議題は報告案件とします。それでは「事務局」よろしくお願いします。 

 

次第をご覧ください。現在の計画は、平成27年～令和6年度末で期間満了となります。 

第２次丹波市スポーツ推進計画としまして、令和７～16年度の10年間を予定しておりま

す。国の「第３期スポーツ基本計画」県の「第２期兵庫県スポーツ推進計画」それぞれ

の計画が目指す方向性や内容の趣旨を参酌するとともに、丹波市総合計画のもと関係法

令と整合性を図りながら計画の策定をしたいと思っております。策定については、令和

５～６年度を予定しております。 

       

 それでは、ただ今の説明内容につきまして、ご意見やご質問がございましたらよろし

くお願いします。 

質問等ないようですので次の議題に移らせていただきます。 

次第の（７）「丹波市スポーツ施設の整備について」を議題とします。 

なお、この議題は報告案件とします。それでは「事務局」よろしくお願いします。 

 

資料７ページをご覧ください。すでに丹波市広報の２月号等でお知らせをいたしてお

りますが、少し説明をさせていただきます。また、７ページ裏面にはスポーツピア市島
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事務局 

（係長） 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（係長） 

 

球場の新設されたバックスクリーンの写真を掲載しておりますので、ご覧下さい。 

バックスクリーン・スコアボード新設により野球場の機能が向上したため、施設使用

料の改定を行いました。新しい料金設定は令和５年４月１日以降から適用となります。

それに伴い春日球場の使用料も改定しております。資料の表は改定前と後の価格（１時

間当たり）を表記しています。市島球場の場合、１時間あたり880円だったものが1,080

円に値上げしております。なお、放送室と控え室については、価格変更はしておりませ

ん。新設したスコアボードの使用料については１時間あたり600円、スコアのみの表示

であれば500円となっております。 

春日スタジアムにつきましては、これまで本部室とスコアボード使用料セットで

1,080円としておりましたが、改定後は個別に金額を設定しております。改定後は部屋

だけを使用する場合は270円、スコアボードを使用する場合は600円スコアのみの表示で

あれば500円となっております。 

使用者の使用用途にあう料金設定ができるように改定をしております。 

 

 この議題に関してご意見ご質問があればお願いします。 

質問等ないようですので、次に進みます。 

議題（８）その他「さくらウォーキングの開催」について事務局より説明お願いしま

す。 

 

スポーツ協会が主催の「丹波市さ・く・らウォーキング」が４月１日午前９時出発で

開催されます。さくらがとてもきれいに咲いている中です。丹波市本庁北側駐車場から

加古川沿いの桜道を幸世橋まで歩く片道約５キロのコースとなっております。イベント

開催に伴い北小学校駐車場にキッチンカーにも来ていただく予定になっており、飲み物

も楽しめるようになっています。当初は雨の予報となっていましたが、今現在晴れの予

報となっています。参加料は無料ですので、ぜひご参加ください。 

 

今回のウォーキングイベントはスポーツ協会として初の試みとなります。特別な道具

も必要なく、参加表明も必要なくその日の気分で誰でも自由に参加できるように計画さ

せていただきました。また、今回のさくらウォーキングはイベント保険に加入しており

ますが、参加いただく方には大きなけがのないように気を付けていただければと思いま

す。キッチンカーの出店につきましてはエビスシネマさんにご協力いただき、飲み物と

共にホットドッグなど飲食も楽しめるようになっています。 

当日の天気が不安でしたが、晴れるようですので安心しています。皆さんぜひご参加

ください。 

 

それではご意見ご質問なければ、次の連絡事項に移りたいと思います。 

 

事務局からの連絡は以上となります。 

その他連絡があれば、お伝えいただければと思います。 
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会長 

 

委員 
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事務局 

（課長） 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

副会長 

 

 

先ほどお伝えした第２次丹波市スポーツ推進計画について、期間は令和７年度から令

和16年度となりますが、今年度から令和６年度にかけて計画内容を考える期間となりま

す。丹波市民へのより良いスポーツ環境とは何かを考える大事な期間となりますので、

推進委員・公募委員の方に改めて力をお借りしたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 

三ツ塚マラソンについてですが、議題でも説明いただきました通り、令和６年５月開

催に向けて準備を進めております。また、大会の会場として利用している市島愛育館は

令和７年度以降に取壊す計画となっており、令和６年の大会以降は利用出来なくなりま

す。それに伴い、三ツ塚マラソン大会についても、令和６年の大会以降、どのようにし

ていくか検討しているところです。 

 

建物自体は無くなるのでしょうか。 

 

小規模の施設に代わる予定です。設備検討委員会で対応年数の時期になれば、該当施

設は適当な大きさに建て替えるという結果になっていたと思います。適当な大きさとい

うのは利用人数などの状況で決まるようです。 

 

これまで大規模なスポーツイベントになれば、愛育館を使わせてもらっていたので、

代わりとなる施設が今後建設されるのか気になり質問いたしました。 

 

愛育館につきましては、老朽化による雨漏りが多く維持が難しくなっていました。愛

育館はなくなりますが、現在市島支所として使用している場所（旧市島町役場）に市役

所の支所や住民センターの機能を持つ複合施設が建てられる予定です。そこには体育館

も併設される予定となっていますが、愛育館と同じ規模の施設となるかは現時点ではわ

かりません。 

 

三ツ塚には公園があるので、公園だけが残されるのか新しい施設が設けられるのか明

確な情報を確認出来ていないのが現状です。 

また、同じ丹波市のマラソン大会であるもみじマラソンにおいては、現在休止状態と

なっています。市内のマラソン大会の開催についても今後考えていく必要があると考え

ており、丹波市の陸上競技連盟にも伝えています。 

 

広い会場がなくなると、今後大会やイベントを新たに誘致することが難しくなりま

す。ウエスタンリーグの試合など、かつて行っていたイベントが縮小されていくのは、

コロナの影響もありますが残念に思います。 

 

施設の建て替えについては、次のスポーツ推進計画を検討する上で重要だと考えられ

るので、愛育館がなくなることも含めてスポーツ環境のソフト面とハード面をどのよう

に充実させていくかを考えていけばよいと思います。 
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事務局 

（係長） 

会長 

 

 

事務局 

（課長） 
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事務局 

（係長） 

副会長 

 

事務局 

（係長） 

 

現在の丹波市スポーツ推進計画では、施設の建て替え後の事まで踏み込めていないの

で、ご意見いただいたとおり検討事項に含めていくべきだと思います。施設の運営方針

も今後変わっていく可能性がありますので、協議して進めていきたいと思います。 

 

確認になりますが、去年丹波市は女子野球タウンとして認定されました。その時、女

子野球連盟の会長が、これを機会にイベントをしたいと話されていたように記憶してい

ます。今後イベント計画はありますか。 

 

昨年７月に全国女子野球連盟より丹波市を女子野球タウンに認定いただきました。こ

れをきっかけに町おこし地域活性化につながる事業を計画しているところです。 

今、計画しているのは、スポーツピア市島球場のスコアボードが新設されたのに併せ

て点灯式と女子野球タウンのイベントを行う計画となっております。予定では、午前中

にスコアボードの点灯式を行い、その後、女子野球選手を招いて丹波市の小中学生を対

象とした野球教室を行う計画となっています。午後からは詳細は決まっていませんが、

高校女子野球部の親善試合を行いたいと考えていて、現在内容を関係機関含めて検討し

ているところです。 

 

７月末には女子高校野球大会が始まりますが、それまでに開催されるのでしょうか。 

 

６月末開催を目指して準備を進めているところです。 

 

ご説明ありがとうございます。スポーツ推進審議会で丹波市のスポーツイベントに関

する情報を早く交換出来ることはとても有意義なことだと思います。 

 

女子高校野球大会は、全国から多くの人に来ていただけるので、来られた方には町を

巡っていただきたいと考えています。とくに今年度は、女子野球タウンに認定されたた

め情報発信にも力を入れていきたいと考えています。その一つとして、春日の道の駅お

ばあちゃんの里に設置されている「丹波ええとこナビ」という観光コーナーに女子野球

に専用コーナーを作り、情報発信を行う計画です。 

 

このようなイベントの計画があるということは、改修工事はすでに終わっているとい

うことでしょうか。 

 

改修工事はすべて終わっています。 

 

一般利用はいつから可能でしょうか。 

 

４月から５月にかけて芝生の養生期間となっておりグラウンドは使えない状態です。 

現在計画しているのは、先ほど説明した点灯式と女子野球タウンイベント終了後に一

般利用を開始したいと考えています。イベントは、今のところ６月24日を予定しており、



11 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

会長 

 

 

事務局 

（係長） 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

（課長） 

 

 

 

会長 

 

 

それ以降の６月末から７月の上旬に利用を開始する予定です。また当球場は小中学校の

チームの利用が多いと想定しているので、スポーツ協会加盟団体を中心に、スコアボー

ドの操作説明会をしたいと考えています。出来れば点灯式開催前の５月中に行いたいと

考えています。 

 

丹波市のスポーツクラブ21についてですが、連絡協議として会議は行われているよう

ですが、活動が全くないクラブもあるのではないでしょうか。 

 

スポーツクラブ21は校区ごとに団体があり、それぞれ活動内容が違うためスポーツ協

会としては把握しづらい部署もある。 

 

丹波市でも活動がなく休会という形をとっているクラブが１団体あり、今後休会を希

望しているクラブもあります。県内の市町でも全く活動していないクラブが多くあり、

県の事務局で休会手続き等の対応を検討中です。 

丹波市としては、県事務局の方針を受けて、今後休会を希望されるクラブについて対

応していく予定です。 

 

スポーツクラブ21は県から補助金の交付を受けて設立された背景があり、運営が難し

いから休会という対応だけでなく、県と市そして団体で相談して適切な対応を検討して

いただきたいと思います。 

 

スポーツクラブ21については運営が厳しいクラブもありますが、校区のスポーツ活動

の中心部局として機能している団体もあります。体育振興会など、ほかの団体にも市内

のスポーツ活動を支えていただいていますので、いろんな団体と意見交流をして良い方

法を見つけていきたいと考えています。 

 

その他ご意見がなければ、閉会の挨拶へ移らせていただきます。 

 

―副会長による閉会の挨拶― 

会議終了 

 

 


